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研究成果概要 
 宇宙線空気シャワー観測データの解析において空気シャワーシミュレーションは欠く

ことのできないツールである。世界的に CORSIKA コードへの一極集中が進む中、本研

究では COSMOS コードの改良をもとに新たなコード開発をめざしている。 
 令和元年度は、以下のように現在公開している COSMOS バージョン 8 のメンテナン

スを続けつつ、バージョン 9 を完成させ、公開の準備をすすめた。 
• COSMOS8の動作試験と改良のサイクルを確立した。 

• COSMOS9を完成し、サンプルコード作成をすすめた。 

• COSMOS9用新web pageを内部で開設。Web版マニュアル、サンプルコード、動作

試験OS一覧、doxygenによるコード間関連の可視化、等の試験ページを整備中。 

• CORSIKA 30周年記念研究会に参加し、COSMOS9の活動を紹介。現在開発の進む

CORSIKA8との将来の協力（物理過程関数交換の可能性等）を議論した。 

• （若手向け講習会を開催する予定であったが、COSMOS9の資料整理が間に合わ

ず断念。2020年度から実施したい。） 

 

 3 月 23,24日に、「第四回空気シャワー観測による宇宙線の起源探索勉強会」を開催す

る予定であったが、新型コロナウィルス感染拡大防止のため延期とした。初日に大学院

生による若手セッションを、二日目に宇宙線観測・加速器実験の将来計画を議論するプ

ログラムであった。2020年度の早い時期に実施したい。 
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